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まちの話題

日本の土木技術を研修するため、モンゴル国から４人の研修生

が来日し、２月１４日（木）から３月２８日（金）までの間、金亀建

設株式会社で技術研修を行いました。４人は舗装技術などを学び、

帰国後は日本で学んだ技術を活用し、道路環境の向上に努められ

ています。

徳丸の門屋富雄さんご夫婦、大溝の栗原和裕さんご夫婦の

２組が、町長・農業委員会会長・地方局伊予農業指導班班長

の立会いのもと、新たに家族経営協定書に調印されました。

これで、協定を結んでいる農家のご家族は松前町で６組とな

りました。

家族経営協定とは、農業経営に携わる家族員が、経営内に

おいて各人（特に女性や若い農業者）の地位や役割を決めて、

それぞれの意欲と能力が十分に発揮できる環境をつくるため、

家族内で話し合い、協定書として文書にすることです。

４月２６日（土）のエミフルＭＡＳＡＫＩのオープンの前に特
別審査員の熊澤さんと、エミフルズの５名が就任のあいさつ
に来庁されました。
約５００名の中から選ばれた「笑み」がいっぱいの皆さんです。
町長からは、エミフルＭＡＳＡＫＩを含めて松前町全体が
「笑み」があふれる空間になるように、親水公園など松前町
の他の素晴らしいところも一緒にＰＲしてほしいとお願いし
ました。

松前町管工事業協同組合（理事長 上田英明氏）から松前町大規模

地震災害対策基金に役立てて欲しいと、昨年に引き続き寄付金をいた

だきました。大規模地震が起こった際の応急対策や復旧対策などに利

用させていただきます。ありがとうございました。

モンゴルからの研修生

３月１２日

３月２８日

家族経営協定調印式

エミフルズ来庁

３月３１日

４月７日

松前町大規模地震災害対策基金に寄付

▲エミフルズの皆さん

▲前列左側栗原夫婦、右側門屋夫婦
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